
報道関係者各位
【取材案内状】

未来のまちづくりを、世界と語る。

発展途上国の行政官と富山の高校生が共創する「持続可能なまちづくり」

海外の専門家が見た富山市の魅力とは？『地域理解プログラム』

取材プログラム概要

参加をご希望の方は下記取材申し込みフォームに必要事項をご記入の上、8月25日(月) 12：00までに
お申し込みをお願いいたします。

取材申し込み方法

＜URL＞ https://forms.gle/vzMtAt8ZgdCoZ2sf8

<本件に関するお問い合わせ先>
JICA PR事務局（(株)イニシャル内）担当：丸山・山下・遠山・三好

TEL：03-5572-7334 FAX：03-5572-6065 MAIL：jica_pr@vectorinc.co.jp

① 2025年8月27日（水） 13:30～17:30頃 ※お好きなタイミングでご取材いただけます

13:30～ 富山市役所訪問・ブリーフィング（コンパクトシティ政策について）
15:00～ 富山ライトレール乗車体験（公共交通の効率性と利便性を体験）
16:00～ 岩瀬地区の歴史的地区視察（伝統的町並みの保存とまちづくり）
17:30頃 順次解散

②2025年8月28日（木）10:30～11:45 『共学・共創プログラム』＠富山県民会館

10:30～ 富山のまちづくりの視点交換
・海外の専門家から見た「富山市のまちづくり」の印象と気づきを報告
・高校生から見た「富山市の魅力、好きなところ」を報告

11:00～ 対話・交流セッション
・市役所職員と高校生、研修員の質疑応答、コメント交換

11:45 記念撮影、終了

今回は富山市に研修員を招き、「持続可能なまちづくり」をテーマに、研修員が「コンパクトシティ政策」
の先進都市である富山市の取り組みを学びます。
28日（木）には、地元・富山国際大学付属高校の生徒と交流し、未来のまちづくりを共に考える『共学・共

創プログラム』も実施いたします。これは、研修員が一方的に日本の取り組みを学ぶだけでなく、未来を担う
高校生が海外の専門家の視点を通じて自分たちの街の魅力や課題を再発見し、未来のまちづくりを共に考える
取り組みです。

「まちづくり」の専門家であるJICA研修員（開発途上国の行政官）が、富山市の取り組みを専門的見地から

どのように見るのか。また、その国際的な視点に触れた地元の高校生たちが、自らの街の未来をどう展望する

のか。世代と国境を越えた意見交換の場に、ぜひご注目ください。

また、前日の27日（水）に行われる、富山市役所での講義や市内視察もご取材いただけます。

富山市職員、JICA案件担当者、JICA研修員（開発途上国の行政官）、富山国際大学付属高等学校の生徒への

ご取材も可能です。ご多忙中と存じますが、万障お繰り合わせの上、ご取材賜りますようお願い申し上げます。

日 時： 2025 年 8月27日（水）・28日（木）
会場：富山市役所（富山市新桜町7-38）・富山県民会館（富山市新総曲輪4-18）等 富山市周辺

国際協力機構（理事長：田中明彦、本部所在地：東京都千代田区、
以下：JICA）は、2025年8月27日（水）・28日（木）の2日間にわた
り、開発途上国の行政官であるJICA長期研修員が富山市を訪問する
「地域理解プログラム」を実施いたします。

JICAは開発途上国の人材育成の一環として、開発途上国の行政官
を日本各地に招き、大学での就学・学位取得を支援する長期研修事
業を実施しています。この事業の中で、日本の地域を訪問し、その
地域の開発の歴史や都市課題への取り組みを学ぶ「地域理解プログ
ラム」を実施してきました。

2024年12月埼玉県の中学校見学の様子

＜取材申込フォーム＞

https://forms.gle/vzMtAt8ZgdCoZ2sf8
mailto:jica_pr@vectorinc.co.jp


【参考資料】

日本各地の開発経験を学ぶ 『地域理解プログラム』

■プログラムの様子（一部抜粋）

■各地のプログラム事例

2024年6月佐渡島の生き物・田んぼ視察の様子 2024年12月山梨県の水源林ボランティアの様子 2024年12月埼玉県の中学校見学の様子
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